
・ 一体的に予防・健康づくりが実施できるよう保険者や企業等を幅広く巻き込めているか

・ 実証フィールドとなるデータの統合に向けた検討が可能な体制が構築されているか

・ 実証結果を分析できる研究機関を巻き込めているか

・ 本事業における目的・目標は妥当なものか

・ 実証規模（被験者数）は妥当な規模になっているか。

・ 実証で実施する介入が保険者・企業の健康課題等と合致しているものとなっているか

・ 目的・目標を達成するための具体的な方法・スケジュールが計画されているか。

・ 目的・目標の達成度合いを検証・評価する具体的かつ妥当な方法が計画されているか。

・ 実施体制及び事業費は妥当か。

令和２年度ヘルスケアサービス社会実装事業費補助金
ヘルスケアサービス社会実装支援事業（コラボ-コラボヘルスモデル構築支

援）
審査項目一覧

審査の観点

1　実施体制について

2　実証内容について


